
 

 

昭和 17 年当時の第一海軍航空廠庁舎と職員。庁舎は、現在の 
陸上自衛隊霞ヶ浦駐屯地・関東補給処の地にあった。 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

               

 

  

海
軍
技
術
研
究
所
航
空
研
究
部 

阿
見
町
に
海
軍
の
施
設
が
置
か
れ
た
の
は
、

1921(

大
正
10)

年
に
霞
ヶ
浦
飛
行
場
【
陸
上
機

用
。
現
在
の
茨
城
大
学
農
学
部
・
東
京
医
科
大

学
病
院
・
阿
見
町
役
場
・
阿
見
第
二
小
学
校
・

阿
見
中
学
校
・
陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯
地
一

帯
】
と
水
上
機
基
地
【
現
陸
上
自
衛
隊
武
器
学

校
】
と
が
建
設
さ
れ
、
臨
時
海
軍
航
空
術
講
習

部
が
設
置
さ
れ
た
の
が
最
初
で
し
た
。
英
国
か

ら
セ
ン
ピ
ル
大
佐
以
下
30
名
の
教
官
を
招
き
、

飛
行
機
搭
乗
員
【
後
の
海
軍
航
空
兵
の
指
導
教

官
】
の
訓
練
が
行
わ
れ
、
翌
1922
年
に
は
霞
ヶ

浦
海
軍
航
空
隊
が
開
隊
さ
れ
、
陸
上
機
・
水
上

機
・
艦
上
機
等
の
航
空
要
員
の
訓
練
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

そ
れ
よ
り
先
、
1918
年
に
は
東
京
築
地
に
、

海
軍
の
艦
船
・
航
空
機
・
兵
器
を
開
発
す
る
た

め
の
海
軍
技
術
研
究
所
が
設
立
さ
れ
ま
し
た

が
、
1923
年
の
関
東
大
震
災
で
壊
滅
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
海
軍
技
術
研
究
所
は

目
黒
に
移
転
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
航
空
機
部
門

は
霞
ヶ
浦
に
移
さ
れ
、
1925
年
に
海
軍
技
術
研

究
所
航
空
研
究
部
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
航
空

研
究
部
は
、
飛
行
機
・
飛
行
船
・
発
動
機
等
の

性
能
・
構
造
・
材
料
等
に
関
す
る
総
合
実
験
研

究
機
関
と
し
て
、
海
軍
航
空
技
術
進
展
の
一
翼

を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
航
空
研
究
部
は
、
現
在

の
陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯
地
内
の
高
射
隊

施
設
付
近
に
あ
っ
て
、
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
か

ら
の
支
援
を
受
け
て
、
飛
行
テ
ス
ト
も
行
っ
て

い
ま
し
た
。
1926
年
に
は
横
須
賀
海
軍
軍
需
部

霞
ヶ
浦
支
部
も
設
置
さ
れ
、
阿
見
原
は
、
大
正

末
期
に
は
既
に
、
海
軍
航
空
の
訓
練
・
研
究
・

補
給
の
一
大
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

1932(

昭
和
７)

年
４
月
１
日
、
海
軍
航
空
廠
令

(

勅
令
第
28
号
・
1932
年
３
月
23
日
公
布)

に
よ

り
、｢

海
軍
航
空
厰
【
山
本
五
十
六
が
設
置
に

尽
力
し
、
《
航
空
廠
》
と
呼
ば
れ
た
。
】｣

が
横

須
賀
に
発
足
す
る
と
、
霞
ヶ
浦
の
海
軍
技
術
研

究
所
航
空
研
究
部
は
海
軍
航
空
廠
に
統
合
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
海
軍
航
空
廠
は
、
1940
年
４

月
５
日
に｢

海
軍
航
空
技
術
廠
【《
空
技
廠
》
と

略
称
さ
れ
た
。】｣

と
改
称
さ
れ
、
航
空
廠
か
ら

継
続
し
て
、
航
空
兵
器
の
設
計
・
性
能
実
験
、

航
空
兵
器
及
び
そ
の
材
料
の
研
究
等
、
諸
種
の

技
術
的
試
験
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
航
空
廠
・

空
技
廠
の
施
設
・
設
備
は
、
列
強
各
国
と
比
較

し
て
も
遜
色
な
く
、
大
風
洞
や
大
水
槽
、
材
料

試
験
場
等
、
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
の
も
の
は
日
本

に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
、
勤
務
し

て
い
た
技
術
者
た
ち
は
何
れ
も
俊
英
揃
い
で
、

1945
年
以
降
の
公
職
追
放
に
よ
り
、
国
鉄(

現
Ｊ

Ｒ)

や
民
間
企
業
に
転
じ
た
後
も
、
各
方
面
で

活
躍
し
、
産
業
界
の
復
興
・
隆
盛
に
尽
力
し
ま

し
た
。
特
に
、
新
幹
線
の
開
発
、
自
動
車
産
業
・

電
子
産
業
の
発
展
に
果
た
し
た
彼
ら
の
役
割

に
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。 

海
軍
航
空
廠 

1941(

昭
和
16)

年
、
米
・
英
と
の
戦
争
に
備
え

て
、
海
軍
で
は
、
航
空
機
の
大
規
模
な
修
理
・

補
給
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
新
た
な

海
軍
航
空
廠
令(

勅
令
第
875
号
・
1941
年
９
月
25

日
公
布)

に
よ
り
同
年
10
月
１
日
、
海
軍
航
空

廠
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
海
軍
航
空
廠
は
、

先
述
の
航
空
廠
と
は
異
な
る
も
の
で
、
国
内
外

の
海
軍
航
空
隊
基
地
の
近
く
に
あ
っ
て
、
航
空

機
に
関
す
る
資
材
の
製
造
・
修
理
・
購
買
・
保

管
・
供
給
を
迅
速
に
行
い
、
第
一
線
に
送
り
出

す
た
め
に
で
き
た
海
軍
の
専
用
工
場
で
、
国
内

に
は
、
霞
ヶ
浦
に
第
一
、
木
更
津
に
第
二(

支

廠
は
大
湊)
、
広
島
に
第
一
一(

支
廠
は
舞
鶴)

、

大
村
に
第
二
一(
支
廠
は
鹿
屋
・
朝
鮮
鎭
海)

、

台
湾
高
雄
に
第
六
一
海
軍
航
空
廠
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。 

既
に
、
1939
年
10
月
15
日
に
公
布
さ
れ
た
特

設
航
空
廠
令
に
よ
り
、
中
国
漢
口
・
海
南
島
海

口
に
特
設
航
空
廠
【
被
弾
機
の
エ
ン
ジ
ン
や
機

体
の
修
理
等
の
野
戦
修
理
工
場
】
が
設
置
さ
れ
、

そ
の
後
、
戦
線
の
拡
大
と
と
も
に
南
方
各
地

【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ス
ラ
バ
ヤ
・
パ
ラ
オ
・
サ
イ
パ

ン
・
ラ
バ
ウ
ル
等
】
に
設
け
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

第
一
海
軍
航
空
廠(

一
空
廠) 

1939(

昭
和
14)

年
11
月
17
日
、
海
軍
航
空
廠

(

翌
年
４
月
５
日
、
海
軍
航
空
技
術
廠
と
改
称)

の
霞
ヶ
浦
修
理
工
場
が
開
設
さ
れ
、
翌
年
２
月

１
日
に
は
同
出
張
所
と
な
り
、
1941
年
10
月
１

日
、
勅
令
第
875
号
に
よ
り
第
一
海
軍
航
空
廠

(

一
空
廠)

が
開
庁
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
２
ヶ
月

後
の
真
珠
湾
攻
撃
に
よ
り
、
日
米
開
戦
の
幕
は

切
っ
て
落
と
さ
れ
た
の
で
す
。 

 
 
 
 
 

 

一
空
廠
は
、
横
須
賀
鎮
守
府
に
所
属
し
、
総

務
部
・
補
給
部
・
飛
行
機
部
・
発
動
機
部
・
兵

器
部
・
会
計
部
・
医
務
部
及
び
工
員
養
成
所
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
主
要
業
務
は
、

航
空
兵
器
及
び
そ
の
材
料
の
修
造
・
購
買
・
準

備
・
保
管
・
供
給
に
関
す
る
こ
と
で
し
た
が
、

戦
争
の
激
化
に
伴
っ
て
損
壊
機
の
修
理
が
増

加
し
て
い
き
ま
し
た
。
1944
年
以
降
は
、
新
型

の
航
空
機
を
製
造
し
前
線
に
送
り
出
す
こ
と

も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

一
空
廠
の
位
置
は
、
現
在
の
土
浦
市
右
籾
か

ら
阿
見
町
の
西
部
で
、
そ
の
中
心
部
は
陸
上
自

衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯
地
・
関
東
補
給
処
の
地
に
あ

り
、
工
員
養
成
所
は
、
土
浦
市
烏
山
四
丁
目
一

帯
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
建
物
の
面
積
は

118,000

㎡
、
一
空
廠
の
総
面
積
は
890,000

㎡
に
も
及
ん
で

い
ま
す
。 

工
場
の
建
物
は
、
当
時
と
し
て
は
極
め
て
珍

し
い
鉄
骨
組
立
で
、
工
場
の
大
扉
も
鉄
骨
に
鉄

張
り
で
し
た
。
航
空
廠
の
周
囲
に
は
秘
密
保
全

の
た
め
に
、
一
部
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
万
年

塀
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
敷
地
内
は
全
面

舗
装
さ
れ
、
排
水
溝
に
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の

頑
丈
な
物
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
飛
行
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戦時下の土浦中学生 ９ ～第一海軍航空廠の歴史～（霞ヶ浦その21）  

ＡＢＣＤ包囲網の中、米・英との戦争に備えて、航空機量産

の必要性が叫ばれるようになると、1941(昭和 16)年 10 月１日に

第一海軍航空厰(一空廠)が開庁され、総務部・補給部・飛行機

部・発動機部・兵器部・会計部・医務部・工員養成所から成る

海軍航空戦力の重要な修理・生産拠点が阿見原に誕生しました。 

文中の【  】内は筆者による注記です。 

月刊 

（土浦一高・土浦中学とその周辺の物語） 



 

 

女子挺身隊（石下町、昭和 19～20 年）（上）（『写

真記録茨城 20 世紀』より）。土浦女子商の動員

学徒が着用した制服。桑の樹皮の繊維で織られ、

白の綿布の襟当ては首筋の擦過防止のためのも

の（左）（美浦村「民俗資料館古里」蔵）。 

機
移
動
の
障
害
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
電
線
は
、

電
話
線
・
ボ
イ
ラ
ー
管
と
と
も
に
全
て
集
約
し

て
、
地
下
に
埋
設
さ
れ
ま
し
た
。 

 

主
な
工
場
は
、｢

大
型
機
体
修
理
工
場｣

・｢

解

体
工
場｣

・｢
発
動
機
試
運
転
場｣

・｢

小
型
機
械

修
理
工
場｣

・｢
板
金
工
場｣

・｢

製
図
工
場｣

・｢

機

械
分
解
手
入
場｣

・｢
木
工
プ
ロ
ペ
ラ
工
場｣

・

｢

熱
処
理
工
場｣

・｢

利
材
工
場｣

で
、
そ
の
他
に
、

飛
行
場
に
隣
接
し
て
格
納
庫
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
当
時
の
航
空
機
全
機

種
に
つ
い
て
の
修
理
及
び
補
給
が
可
能
で
、
一

部
機
種
に
つ
い
て
は
製
造
も
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
施
設
の
動
力
源
と
し
て
、
関
東
配
電
株

式
会
社(

現
東
京
電
力)

の
変
電
所
が
第
三
門

(

現
陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯
地
裏
門)

付
近

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
架
線
を
そ
の
変
電
所
ま

で
引
き
込
み
、
更
に
地
下
マ
ン
ホ
ー
ル
を
通
し

て
、
各
施
設
ま
で
送
電
し
ま
し
た
。
常
磐
線
荒

川
沖
駅
か
ら
は
海
軍
専
用
線
が
既
に
引
か
れ
、

霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
へ
の
燃
料
・
資
材
輸
送
路

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
空
廠
の

建
設
に
伴
い
、
資
材
運
搬
と
整
備
済
み
飛
行
機

の
搬
出
の
た
め
に
、
一
空
廠
内
に
も
引
き
込
み

線
が
敷
設
さ
れ
、
そ
の
引
き
込
み
線
は
現
在
の

右
籾
小
学
校
の
校
庭
付
近
に
ま
で
延
伸
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

一
空
廠
は
、
軍
人
と
一
般
工
員
と
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
1944
年
初
め
か
ら
1945
年
８
月
15
日

ま
で
は
、
23,000

名
か
ら
24,000

名
が
在
籍
し
て
い
ま
し

た
。
軍
人
は
将
校
・
下
士
官
の
み
で
一
般
兵
は

勤
務
し
て
い
ま
せ
ん
。
工
員
は
以
前
か
ら
一
空

廠
に
所
属
し
て
い
た
工
員
と
徴
用
工
【
ち
ょ
う
よ
う

こ
う   

強
制
的
に
動
員
さ
れ
た
工
員
。
徴
用
と
は
、

戦
争
中
な
ど
に
政
府
が
国
民
や
占
領
地
住
民

を
強
制
的
に
動
員
し
て
、
兵
役
を
含
ま
な
い
一

般
業
務
に
就
か
せ
る
こ
と
】
、
そ
れ
に
勤
労
動

員
さ
れ
た
学
徒
・
女
子
挺
身
隊
員
と
が
加
わ
っ

て
い
ま
し
た
。 

廠
長
や
部
長
級
の
官
舎
は
中
高
津
【
現
在
の

土
浦
保
健
所
付
近
】
に
、
課
長
等
の
佐
官
級
の

官
舎
は
桜
ヶ
丘
に
あ
り
ま
し
た
。
尉
官
及
び
下

士
官
は
、
桜
ヶ
丘
や
航
空
廠
内
の
官
舎
に
、
或

い
は
航
空
廠
近
辺
の
借
家
・
下
宿
に
居
住
し
て

い
ま
し
た
。
独
身
の
将
校
は
、
寮
監
を
兼
ね
て
、

徴
用
工
・
女
子
挺
身
隊
・
女
子
工
員
等
の
寮
等

に
起
居
し
て
い
ま
し
た
。
工
員
た
ち
の
住
宅
や

寄
宿
舎
は
、
一
空
廠
近
く
の
右
籾
か
ら
緑
が

丘
・
小
松
ヶ
丘
・
小
松
一
帯
に
建
て
ら
れ
て
お

り
、
現
在
の
土
浦
日
大
高
校
の
敷
地
に
は
徴
用

工
用
の
第
五
寄
宿
舎
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
烏

山
に
は
養
成
所
生
徒
用
の
寄
宿
舎
も
あ
り
ま

し
た
。 

一
空
廠
の
一
日
は
朝
７
時
の
出
勤
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
何
し
ろ
２
万
人
余
の
人
た
ち
が
一

斉
に
出
勤
す
る
の
で
、
一
空
廠
に
通
じ
る
道
は
、

自
転
車
と
徒
歩
の
人
波
で
埋
ま
っ
て
い
た
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
出
勤
時
刻
を
タ
イ
ム

カ
ー
ド
に
記
録
し
た
工
員
た
ち
は
、
職
場
ご
と

に
朝
礼
を
行
い
、
朝
礼
後
、
冬
で
も
上
半
身
裸

で
体
操
を
し
、
終
了
後｢

点
呼｣

、｢

作
業
、
掛

か
れ
。｣

の
号
令
で
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

勤
務
規
程
は
工
員
も
兵
隊
と
全
く
同
じ
で
あ

り
、
服
務
規
律
は
艦
隊
勤
務
同
様
に
厳
し
い
も

の
で
、
仕
事
を
サ
ボ
っ
て
他
の
場
所
で
油
を
売

る
よ
う
な
こ
と
は
全
く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

工
場
と
工
場
と
の
間
は
駆
け
足
、
団
体
の
移
動

で
は
整
列
徒
歩
行
進
、
上
級
者
に
出
会
え
ば

｢

歩
調
、
取
れ
。
頭
、
右(

中
・
左)

。｣

の
敬
礼

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
廠
内
で
は
秘
密
保

全
が
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
記
念
写
真
も
設
立
当

初
の
も
の
が
数
枚
残
っ
て
い
る
だ
け
で
、
工
場

内
部
や
工
場
を
背
景
に
し
た
も
の
は
全
く
あ

り
ま
せ
ん
。 

朝
７
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
が
通
常

の
勤
務
時
間
で
し
た
が
、
戦
局
の
逼
迫
と
と
も

に
、
６
時
30
分
ま
で
の
残
業
、
更
に
８
時
30
分

ま
で
の
残
業
、
４
時
間
程
度
の
残
業
は
当
た
り

前
の
こ
と
と
な
り
、
1944
年
頃
か
ら
は
、
残
業

６
時
間
が
普
通
と
い
う
厳
し
い
勤
務
状
態
に

な
り
ま
し
た
。 

更
に
、
工
員
の
応
召
【
お
う
し
ょ
う    

呼
び
出
し

に
応
ず
る
こ
と
。
特
に
、
召
集
令
状
を
受
け
軍

務
に
就
く
た
め
指
定
地
に
赴
く
こ
と
】
に
よ
る

労
働
力
不
足
を
補
う
た
め
に
、
1944
年
８
月
に

公
布
さ
れ
た｢

女
子
挺
身
勤
労
令(

勅
令
第
519

号
・
1944
年
８
月
23
日
公
布) ｣

に
よ
り
、
14
歳

か
ら
40
歳
ま
で
の
未
婚
女
性
が
軍
需
工
場
等

に
動
員
さ
れ
、
一
空
廠
に
も
配
属
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
中
等
学
校
以
上
の
生
徒
や
学
生

に
も
1943
年
以
降
、
勤
労
動
員
が
始
ま
り
、
1944
年

４
月
か
ら
は
通
年
動
員
と
な
っ
て
、
軍
需
工
場

や
航
空
廠
に
毎
日
出
勤
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
一
空
廠
に
は
、
土
浦
中
学
・
麻
生
中
学

(

現
麻
生
高
校)

・
土
浦
高
等
女
学
校(

現
土
浦

二
高)

・
土
浦
女
子
商
の
３
・
４
・
５
年
生
が

動
員
さ
れ
て
お
り
、
各
学
校
か
ら
の
動
員
数
は
、

土
浦
中
学
485
名
、
麻
生
中
学
166
名
、
土
浦
高

女
756
名
、
土
浦
女
子
商
50
名
で
し
た
。
彼
ら

は
、
自
宅
通
勤
と
寄
宿
舎
か
ら
の
通
勤
と
に
分

か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
出
退
勤
時
刻
は
同
じ
で

し
た
。 

                

1944
年
７
月
、
サ
イ
パ
ン
島
陥
落
後
、
米
軍
に

よ
る
本
土
空
襲
が
本
格
化
し
、
海
軍
で
は
空
襲

被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
軍
事
施
設
の
疎
開

を
始
め
ま
し
た
。
一
空
廠
の
疎
開
は
1944
年
よ

り
本
格
的
に
実
施
さ
れ
、
遠
く
は
筑
波
山
麓
・

加
波
山
麓
、
近
く
は
乙
戸
・
西
根
・
小
岩
田
・

実
穀
・
本
郷
・
吉
原
等
の
山
林
・
谷
地
を
利
用

し
て
、
小
規
模
な
工
場
が
造
ら
れ
、
多
数
の
女

子
挺
身
隊
員
や
動
員
学
徒
が
特
攻
兵
器
の
製

造
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

一
空
廠
に
対
す
る
最
初
の
空
襲
は
、
1945
年

２
月
16
・
17
日
の
２
日
間
に
亙
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
艦
載
機
に
よ
る
銃
撃
と
爆
撃
と
が
続

き
、
大
型
機
体
修
理
工
場
の
北
側
の
屋
根
の
鉄

骨
は
ア
メ
の
よ
う
に
曲
が
り
、
倉
庫
前
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
広
場
に
は
大
穴
が
空
き
、
工
場
の
大

扉
は
機
銃
弾
と
爆
弾
の
破
片
で
蜂
の
巣
の
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。｢

一
式
陸
攻｣

や｢

桜
花｣

も
焼
失
し
、
廠
内
で
10
名
が
戦
死
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
し
ば
し
ば
空
襲
を
受
け
、
７
月
10

日
に
は
、
右
籾
の
林
の
中
で
３
名
の
女
子
挺
身

隊
員
が
機
銃
掃
射
を
受
け
、
彼
女
た
ち
は
抱
き

合
っ
て
戦
死
し
て
い
ま
し
た
。 

1945
年
８
月
15
日
に
終
戦
を
迎
え
、
一
空
廠
は

同
年
11
月
１
日
、
他
の
海
軍
各
庁
と
と
も
に

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
一
空
廠
の
工
場
や
施
設
は

連
合
国
の
管
理
下
に
置
か
れ
、
運
搬
で
き
る
機

械
類
は
全
て
接
収
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
建
物

の
大
半
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
、
1953(

昭
和
28)

年
頃
か
ら
当
初
の
姿
の
ま
ま
陸
上
自
衛
隊
に

引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
し
か
し
1991(

平
成
３)

年
、
新
し
い
建
物
の
建
築
と
旧
施
設
の
取
り
壊

し
が
始
ま
り
、
1998
年
ま
で
に
は
一
空
廠
の
施

設
は
全
て
が
姿
を
消
し
ま
し
た
。 
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